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イタリア語sembrareとフランス語semblerにおける非人称用法

一認識動詞との類似性を通じて一

上野貴史（広島大学）

1. はじめに

イタリア語(It.)sembrareとフランス語(Fr.)semblerには、自動詞用法と非人称用法とい

う二つの用法があり、それぞれの用法において異なる構造を持つ。上野(2020b)では、こ

れらの動詞に後続する属詞を数量的に調査することにより、両言語の構造上の類似点・相

違点の考察を行っている。この中で、非人称用法に関して、イタリア語・フランス語共に

非定形節よりも定形節が多く使用されるという共通点がある一方で＂、定形節内の構造と

経験者(Experiencer)である与格(dative)の出現において両言語では異なる様相を呈するこ

とを指摘している。

非人称用法における定形節内の構造については、フランス語では(la)のような etreを用

いる繋辞文でなく (lb)のような動詞文がイタリア語よりも多く現れる””。

(1) a .... , il me semble que vous堡竺 libre,... (Corpatexl4) 

EXP me四 se血.....,,,that you be証 2PIfree 

「あなたは自由であると私には思える」

b .... et ii me semblait que cette eau延卑也 de gauche a droite, … (Corpatext) 
and匹 me...see血......,,、thathis water slide.......,,, from left to right 

「そして私にはこの水が左から右へゆっくりと流れているように思えた」

定形節内における繋辞文と動詞文は、 (2)のような不定詞を属詞とする自動詞用法として

*1 その割合はほぼ2(非定形節）： 8 (定形節）となる。

*2イクリア語においては定形節内に78.7%の割合で動詞文が出現するのに対して、フランス語では86.9

％の動詞文が確認される（上野 2020b)。

*3 本稿で使用する略号は次の通り。 N: 名詞、 A:形容詞、 V:動詞、 P:前置詞、 Adv:副詞、 D:決

定詞、 CL:接語、 1: 一人称、 2:二人称、 3:三人称、 Sg:単数、 Pl:複数、 Nom:主格、 Ace:対格、 Dat

：与格、 Subj:接続法、 Cond:条件法、 Pres:現在形、 Fut:未来形、 Pastlmp:半過去形、 PastRem:

遠過去、 PastSimp:単純過去、 Inf:不定詞、 PastP:過去分詞、 EXP:虚辞代名詞、 QM:疑問マーカー。

*4 フランス語に関しては、 LなtutorFrench Corpusをコーパスとして使用している。このコーパスにお

ける書き言葉としては、 "LeMonde", "Ecrit", "Corpat邸t"のサプコーパスがある。

-61-



書き換えることによりその構造的な相違がより浮き彫りとなる。

(2) a. vous me semblez (旦函 libre

b. cette eau me semblait辿翌竺degauche a droite 

定形節内が繋辞文の場合は、 (2a)で示したように、 semblerが不定詞却treを属詞として取

ることになるが、この印treは小節(smallclause)主語と述語の一致を行うための繋辞であり、

自動詞用法においては省略することが可能である。従って、このような場合、 semblerは

属詞として不定詞ではなく APである fibreを取っているに過ぎないということになる。

つまり、 (2a)と同じ構造となる (la)のような定形節内に繋辞文を出現させる構造は、sembler

が属詞として DP/AP/PPを取り、 sembler自体が繋辞的に使用されていると考えることが

可能である。一方、定形節内の動詞文の書き換えである (2b)は、 semblerの属詞として省

略のできない不定詞を主要部とする VPが後続し、 semblerも繋辞ではなく動詞として機

能している。このように、フランス語がイタリア語よりも定形節内に動詞文を多用すると

いうことから、上野(2020b)ではフランス語 semblerがイタリア語 sembrareより動詞性

(verbness)が強いという指摘を行っている。

また、定形節の非人称用法における与格の出現に関しては、フランス語semblerでは(3a)

のような与格を伴う構造が多く出現するのに対し、イタリア語 sembrareでは(3b)のよう

な与格を伴わない構造が多く出現する”。

(3) a. Fr.: ; i1 me sembla 皿~le jour se levait! (Corpatext) 

匹 meo.seem, 匹 ,mp.3Sgthat the day se raise, 匹lmp,Sg

「太陽が昇っていたように私には思えたんだよ」

b. It.: Sembrava坐£lecampane della citta sonassero per loro, … (NARRATり
seem四 mp.3s,that the bell of.the city rings曲1,皿,,,.,for them 

「街の鐘が彼らのために鳴っているかのようだった」

これらの構造において、命題(Proposition)となる定形節が主題(Theme)となり、この主題

の意味上の主語である与格が経験者という意味役割 (0-role) となるが ((4a))、与格が出

現しない場合は(4b)のようにこの経験者が明示されない。

*5上野(2020b)では、フランス語が66.1%(出現）： 33.9% (非出現）、イクリア語が28.9%(出現）： 71.1% 

（非出現）という結果となっている。

*6イタリア語に関しては、 GORISCorpusからデータの収集を行っている。 GORISCorpusにおけるサブ

カテゴリーは次の通り。 MONITOR:モニターコーパス、 NARRAT:小説・物語、 PRACC:学術散文、

STAMPA: 新聞・雑誌。
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(4) a. 与格あり： sembler/sembrare (Experiencer, Theme (Proposition)) 

b. 与格なし： sembler/sembrare (Theme (Proposition)) 

フランス語 semblerの場合、 (4a)で示した与格が出現する構造を多用するわけであるが、

この与格が出現する構造は経験者の格(case)の相違はあるものの、認識動詞(epistemicverb) 

croireと類似した他動詞的構造に近いものとなる。

(5) a. [ VP DPo,, sembler [c, que .. .J ] 

b. [ VP DPN,m croire [c, que .. .]] 

(5)で示したように、 croireの主語が主格(nominative)で semblerの主語が与格であるとい

う違いを除くと、二つの動詞の構造は同じであると言える。この意味で、与格が出現する

構造を多用するフランス語 semblerは、他動詞的構造を取ると言える。一方、意味役割と

して命題である主題だけを後続させる (4b)の構造は、経験者を明示しないということから

非人称・非対格構造と類似した構造となり、与格が出現しない構造を多く使用するイタリ

ア語sembrareは非人称・非対格的構造であるという指摘が可能となる。

以上のことから、上野(2020b)では、本質的にフランス語 semblerが動詞性が強く、イ

タリア語 sembrareが繋辞性(copulaness)が強いという主張を行っている。同様の指摘は、

上野(2021)において、イタリア語sembrareとフランス語semblerにおける自動詞用法の派

生に関する考察でもなされている。

本稿はイタリア語sembrareとフランス語semblerにおけるこのような考察を踏まえて、

特に、非人称用法における基底構造とその派生を分析することにより両言語の類似点と相

違点をより明確にしていく。この中で、両言語における自動詞用法の考察を含めて、フラ

ンス語semblerがcroireと類似した構造を有することについても指摘していく。

2. イタリア語sembrareとフランス語semb/er(J)自動詞用法

イタリア語sembrareとフランス語semblerの非人称用法の考察に入る前に、上野(2021)

で扱った自動詞用法に関する考察をここでまとめておく。

上野(2021)では、イタリア語sembrareとフランス語semblerにおける自動詞用法に関し

て、基底構造とその派生という観点からこれらの相違点を考察した。まず、両動詞におけ

る自動詞用法の基底構造は(6)のように示すことができる。

(6) a. It. : [VP sembrare [.,,. DP/pro [ぼXP]]J

b. Fr.: [VP [+nominal]sembler [.,.. DP/pro [細XP]]]

イタリア語 sembrareとフランス語 semblerの基底構造は、主語(subject: Subj)として

DP/pro、そして VP(Inf) /DP/AP/PPなどの範疇(XP)を述語として持つ小節構造から構成さ
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れる。基底構造における両言語における唯一の相遮点は、フランス語がイタリア語にはな

い接語主語代名詞(cliticsubject pronouns)を持つということである”。このような基底構造

から、両言語では(7)で示すような規範文(canonicalsentences)の派生が行われる''o

(7) a. It.: i) [s,b,• DP, [A,.sP t, sembrare, [ v• t, [知• t, [.,.. XP]]]]] 

ii) [s,bJP [Ag,SP pro』sembrare,[ v• t, [.,,. t, [.,.. XP]]]] ] 

b. Fr.: i) [s,biP DP, [巫• t, sembler, [ VP t, [知pt, [ぼXP]]]]]

ii) [s,b,P [.,.,., pro, [ +nominal] sembler, [ v• t, [ • .,, t, [.,.. XP] ] ] ] ] ] 

両言語における規範文は、小節主語が DPの場合、 AgrSPを経由して SubjPに繰り上がる。

小節主語がproの場合は AgrSPにproが生じるが”、フランス語は接語主語代名詞が出現

するという点でイタリア語とは異なる構造を示す。主語が語彙的 DPで属詞が APとして

現れる文の派生を示したものが(8)である。

(8) a. It.: [ v• sembra [.,.. la luce [ぽ gialla]]]

→ [s,b,• la luce』 [A炉• t, sembra, [ VP t, [.,.. t, [.,, gialla] ] ] ] ] 

La luce sembra血迦，… (MONITOR) 

the moon see血四,,yellow 

「月は黄色く見える」

b. Fr.: [ v• semble [A.,• M. Bollore [.,.. le plus isole]]] 

→ [s,b,• M. Bollorも［巫• t, semble, [ VP t, [知• t, [.,.. le plus isole] ] ] ] ] 

M. Bollore semble le plus isole. (Le Monde) 

M. Bollore see血呼,the most isolated 

「ボロレ氏が最も孤立しているようである」

(8)は、動詞sembra/sembleがTPに移動すると共に、 DPである laluce/M Bo/loreとAPで

ある gialla/leplus isoleで構成される小節構造の主語DPがAgrSP指定部(specifier)を経由

して SubjPに移動していることを示している。

以上の自動詞用法の基底構造からの派生を踏まえて、次節では非人称用法の基底構造と

その派生を考察していく。

*7接語主語代名詞は、動詞の上に[+nominal]という素性として生成すると考えられる(Safir1985: 204) 

*8倒置文(inversesentences)に関しては、本稿と直接関係しないのでその説明を省略する。詳細について

は上野(2021)を参照のこと。

*9複数主語位置に関してはCardinaletti(2004)を参照のこと。
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3. イタリア語sembrareとフランス語semb/er<J)非人称用法

非人称用法には、定形節 ((9)) と非定形節 ((l0))が sembrare/semblerに後続するも

のがある。

(9)定形節

a. It.: …， anche se mi sembra 坐~tu gia le conosca tutte. (MONITOR) 

also if me匹 see血...,,,that you already theIDA"血ow,曲正,,,all 

「君が彼女たちの全てを既に知っているように私には思えたとしても」

b. Fr.: Il me semblait 皿~la deesse m'apparaissait, … (Corpatext) 

匹 me血 seem,血m,,,,that the goddess meo ... appear徊叩3Sg

「私には目の前に女神が現れたかのように思われた」

(10)非定形節

ure mi sembra di poter scorgere 11 nome, … (MONITOR) a. It.: Epp 

yet me珈 see血...,,,di can discern the name 

「しかし、私にはその名前を見分けることができるように思える」

bF  . r.: ; Il lui semblait recommencer la vie. (Corpatext) 

EXP面mo.seem, 匹1m,,,,restart the life 

「彼は人生をやり庫しているような気がしていた」

3.1. 定形節

sembrare/sembreに定形節が後続するものには、与格経験者(dativeExperiencer)が明示さ

れるものと明示されないものがある。両者には構造上の相違があると思われるためここで

はそれぞれ分けて考察を行う。

3.1.1 <sembrare che>l<sembler que> 

自動詞用法が原則、句(phrase)を属詞とするのに対して、非人称用法は節(clause)が属

詞となる形式である。定形節が属詞となる派生は、まず、埋め込み節(embeddedclause)が

形成された後に補文標識che/queが併合する ((11))。

(11) [cP che/que [TP DP [vP VP]]] 

そして、この埋め込みCPが(12)のようにsembrare/semblerと併合する。

(12) [vP sembrare/sembler [cP che/que [TP DP [vP VP]]]] 

sembrare/semblerのような属詞動詞は、一項述語(one-place predicate)であるため外項とし

て 0役割を要求しない。しかし、 sembrare/semblerのEPP素性を満足させるため、フラン
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ス語では虚辞 il、イタリア語は空範疇 pro匹t'• が生じる。このような主語位置に関して

Cardinaletti (2004)では、 TP内に¢素性(rpfeature)の一致が行われる文法的主語が位置する

AgrSPと、'subject-of-predication'「述語の主語」特性が照合される意味的主語が位置する SubjP

という複数の主語位置があるという主張が行われている。これを用いて EPP素性を満足

させるための主語位置の派生を考えると、この段階において両言語に違いが見られる。即

ち、イタリア語の場合は、 Vである sembrareが AgrSPの主要部へ移動すると共に、 EPP

素性を満足させるためpro.. ,, が指定部に生じる ((13))•n。

(13) [A.,., pro..,, sembrare, [v, t, [c, che [TP DP [VP VP]]]]] 

一方、フランス語の場合は、 Vのすぐ上に生成した虚辞i戸が AgrSPの指定部へ移動す

る ((14))。

(14) [A.,., i4 sembler, [VP t,-t, [c, que [TP DP [VP VP]]]]] 

以下の(15)は、このような派生により生成された非人称用法の文である。

(15) a. It.: Nel frattempo sembrava血 ilsoldato e il condannato avessero fatto amicizia; 

in.the meantime函皿......,,,,that the soldier and the convict haves., 已""'"do .... friendship 

「そうこうするうちに、兵士と犯罪者が友達になっていたようだった」 (NARRAT)

b. Fr.: II semblait早 chacune叫t les traits de plusieurs de ces personnes. 

匹 seem,.......,,,that every-one have庄血叩•••the features of some of these persons 

「すべての人がこれらの人々の何らかの特徴を持っていたようだった」 (Corpatext)

このようなAgrSP指定部にproや虚辞が現れ、 'subject-of-predication'の位置する SubjPが

空である構造は、論理的判断としてKuroda(l972)が指摘する theticjudgement""「単独判断」

またはjudgementmaterialそのものを示すものであると思われる。 theticjudgement解釈は、

一般的に、存在文(existentialsentences)や非人称文(impersonalsentences)などの'subjectless'

の文に見られるが、経験者与格の出現しない sembrare/semblerの非人称用法も、 SubjPが

* 10 "A null pronominal is essentially like overt weak pronominals, such as English it and French ii, minus 

phonological content." (Cardinaletti 2004: 132)。

*11本稿ではCardinaletti(2004: 154)で示されている[specSubjPspecBPPP specAgrSP* ... spec VP]という主語

位置カートグラフィーを採用している。

*12 Safir(l985)に従い、 Vが持つ[-!nominal]素性により接語代名詞が生成し、 Tから主格を付与されてiiと

いう形態が生じると考える。即ち、[,,.T[ +NOM]] [., [-lnominal]sembler]という構造から[,,.[., ii sembler]] 

が派生する。

*13 thetic judgementとなるのは、主語または述語に実質的な意味がないか希薄であり、判断対象に当た

る素材の表示が主語か述語のどちらか一方に限られる場合とされる。
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空であることからこれらと等価であると判断することが可能である。

しかしながら、与格経験者が出現する非人称用法は、従属節とは別の与格経験者の判断

が加わるため thetic judgement解釈とはならない。次に、このような与格経験者が出現す

る非人称用法の構造について考察を行っていく。

3.1.2与格経験者が出現する構造

3.1.2.1イタリア語

与格経験者が出現するイタリア語 sembrareの非人称用法には(16)のような文がある。

(16) a .... , a Gennaro Lopez sembrava che l'ospite di tanto in tanto perdesse tono. 

to Gennaro Lopez see血-匹,that the.guest from time to time lose,,.,,...,,,,,., tone 

「ジェンナロ・ロペスにはその客人が時折正気を失っていたように思われた」

(MONITOR) 

b .... , anche se mi sembra che tu gia le conosca tutte. (= (9a)) 

(16a)では語彙的与格aGennaro Lopez、(16b)では接語与格miが経験者として出現してお

り、 'subject-of-predication'が与格経験者として形態的に明示されている。

まず、語彙的与格経験者を伴う構造を考えてみると、この与格経験者は AgrSPを経由

して SubjPへ移動する。 (16a)の派生を簡略的に示すと (17)のようになる”。

(17) SubjP 

／ 
a Gennaro Lopez, AgrSP 

／ 
t, pro~,, sembrava, 

／ 
V' 

~ 
V 

VP 

ヽ

to 

CP 

／ 
che… 

(17)は、主語位置である VP指定部に併合した与格経験者aGennaro LopezがAgrSPを経

由して SubjP指定部へ移動していることを示している。このような SubjPに

*14 Belletti and Rizzi (1988)では、与格経験者が出現する位置をVPの付加部(adjunct)としているが、本稿

では VPの指定部に現れるものと設定している。いずれにしても、与格経験者は主題よりも高い位置

に現れ、 Jackendoff(1990)で示された"ThematicHierarchy"に合致した配置をする。
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'subject-of-predication'が出現する構造は、 Kuroda(1972)の言う categoricaljudgement'"「複合

判断」の解釈を示す。しかしながら、 (18)の例にあるように、この語彙的与格経験者は必

ずしも統語的に SubjPに移動するわけではない。

(18) ... , sembra a me che queste riflessioni di un neurobiologo portoghese-americano ci 

seem加,,,to me that these reflection of a neurobiologist Portuguese-American uso" 

dicano cose piu radicali e piu illuminanti di molte analisi della contemporanei該，．．

says曲.Pru.JP!things more radical and more illuminating than many analyses of.the contemporaneity 

「ポルトガル系アメリカ人神経生物学者のこれらの考察が現代の多くの分析より根源

的で啓発されたものであると我々に伝えているように私には思える」 (PRACC) 

(18)における語彙的与格経験者ameはSubjPに移動せずVP内に留まっている＂＇。このこ

とは、 categoricaljudgementとなる文の主語が必ずしも SubjPに移動するわけではないとい

うことを示している。

同じような語彙的与格経験者の移動の有無は、与格心理動詞(psych verb)'11にも見られ

る。

(19) a. …， se a mamma non dispiace che dia un'occhiata alla lettera... (NARRAT) 

if to mother not be.sorry厄"•that gives,s;.Pru.Js, a.glance to.the letter 

「手紙に目を通すことが母にとって残念であるなら」

b. …non dispiacerebbe allo psicanalista che visitava Fiorella. (NARRAT) 

not be.sorry°""'"""'• to.the psychoanalist that vist,""""-''• Fiorella 

「フィオレッラを訪れたことは精神分析学者にとって残念なことではないだろう」

与格心理動詞に出現する語彙的与格経験者は(19a)のように文頭に出現するものが一般的

であるが、 (19b)のように VP指定部に留まるものも散発的に見られる。このように動詞

sembrareの非人称用法や与格心理動詞で見られるように、イタリア語においては、語彙的

与格経験者は SubjPに移動するのが一般的であるが、 VP内に留まることも可能である。

SubjPに移動することなく categorical judgementと解釈されるのは、 (16b)のような与格

*15 categorical judgementとなるのは、例えば、複文において従属節の判断を主節の判断が巻き込むよう

な場合に見られる。

*16イタリア語sembrareでは、語彙的与格経験者がSubjPに移動する構造の方が一般的である。

*17 Belletti and Rizzi (1988)で示されている三種類の心理動詞の内、 piacereなどの非対格構造となる心理

動詞を本稿では与格心理動詞と呼ぶ。
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経験者が接語の場合にも当てはまる。ここで、 (16b)の派生を示したものが(20)となる。 '''o

(20) [A.,s, pro,"', mi, sembra, [ VP t,-t, [c, che…]]] 

(20)で示したように、動詞sembraに基底生成する与格経験者miはAgrSPに移動する。こ

の与格経験者がさらに SubjPに移動すると (16a)の語彙的与格経験者と同じ構造になるの

であるが、弱代名詞(weakpronoun)である miがVである sembraを残して SubjPに移動す

るというのは考えにくい。この場合、与格経験者は接語として AgrSPの位置に留まり、

categorical judgement解釈を受けるものと思われる。

VP指定部に残留する語彙的与格経験者や AgrSPにある接語与格が SubjPに移動するこ

となくどのようにして categoricaljudgementと解釈されるのかについては、 LFでの移動な

どの可能性が考えられるが、このことについては別の機会に論じたいと考えている。

以上のような定形節を取るイタリア語 sembrareの非人称用法の派生を一般化して記述

すると (21)のようになる。

(21) a. 与格経験者なし (theticjudgement) 

[A四 pro,,,,sembrare, [ VP t, [c, che]]] 

b. 与格経験者あり (categoricaljudgement) 

i) 語彙的与格経験者

[s,b,, a NP, [心sPpro,,,, sembrare, [ VP t, t, [cP che]]]] 

ii) 接語与格経験者

［位sPpro"'''CL,-sembrare, [ VP t,-t, [cP che] ] ] 

このような与格経験者は、上野(2015)の調査で 35.8%、上野(2020b)で 28.9%という割

合で出現しており、いずれにおいてもイタリア語 sembrareは与格経験者のない thetic

judgementの解釈での使用が優勢となっている。この点は、後述するがフランス語 sembler

と対照的な結果となっている。

3.1.2.2フランス語

上野(2020b)の調査では、フランス語semblerで与格経験者が出現する割合が 66.1%とな

っており、イタリア語sembrareとは逆に、フランス語semblerは与格経験者が出現する方

が一般的な構造となる。

*18代名詞を含めた接語の派生については、動詞に基底生成するという考え方と、 VPから移動するとい

うものがあるが、本稿では基底生成する説を採用することにする。詳細については Sportiche(1996)・ 

Torrego (2002)を参照。
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(22) a. II sembla done a d'Artagnan que M. Bonacieux portait un masque, … 
EXP see血...,,.,,,,therefore to d'Artagnan that M. Bonaciux wear, 皿m戸s,a mask 

「だから M.ボナシュが仮面を着けていたとダルタニャンには思えた」 (Corpatext)

b .... , i1 me semblait que je savais tout,... (Corpatext) 

匹 pmeo., seem,m血,,,,that I venir, 吟,,,,,all 

「私はすべてが分かっていたかのように思えた」

(22)に見られる語彙的与格ad'Artagnanや接語与格meが経験者の 0役割を示すことはイ

タリア語の場合と同じであるが、イタリア語と比較すると、与格経験者の統語的出現位置

が異なる。

語彙的与格経験者が出現する (22a)のような場合、語彙的与格経験者は移動せずに VP

内に留まるため動詞に後置する。そして、動詞だけが TPへ移動する ((23))。

(23) [TP il』sembla,[v, a d'Artagnan t, t, [c, que…]]] 

このように語彙的与格経験者が元位置に留まるのは、フランス語が nonnull-subject(NNS) 

language (非空主語言語）であることと、虚辞 iiが接語代名詞であることに関係すると考

えられる。イタリア語のような null-subject(NS) language (空主語言語）．では、このよう

な場合、 AgrSPに空範疇pro.,,,,が生じるがこの空主語は語彙的な項ではないため、この位

置を経由して SubjPに語彙的与格経験者が移動することが可能となる＂＇。一方、 NNS言語

であるフランス語では AgrSP指定部にすでに虚辞 iiが位置しているためそれを飛び越え

て SubjPに移動することができない。このため、 iiの前、すなわち、 SubjPに語彙的与格

経験者が出現できないと考えられる。また、虚辞 iiは動詞に隣接する接語であるため、

その間に語彙的与格経験者が移動することも不可能である。このような理由により、フラ

ンス語の語彙的与格経験者は元位置に留まると考えられる •20。

同じような語彙的与格経験者の残留は、フランス語の与格心理動詞にも見られる。

(24) a. La musique plait a Jean. 
the music pleases to Jean 

「ジャンは音楽が好きだ」

*19語彙的与格経験者は'theExperiencer behaves as a NP/DP'(Torrego 2002: 250)であるため、指定部に移動

するものと考えられる。

*20 Torrego (2002: 263)は、スペイン語で"??Leparece (a Juan) haver resuelto todas las diftcultades."のよう

に語彙的与格が動詞に後置する場合に不適格となることについて、語粟的与格がproの付加部にあり、

proに隣接しなければならないため、 Tより下に出現できないと説明している。
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b. *A Jean plait la musique. (Montrul 1998: 35, 一部改変）

(cf. A Jean piace la musica. [It.]) 

(24)のような基底構造が非対格構造である与格心理動詞は、フランス語では(24a)のよう

に主題である非対格項la musiqueを主語位置に移動し、語彙的与格経験者aJeanを元位

置に残留する必要があり、イタリア語のように語彙的与格経験者を動詞の前に移動した派

生は(24b)で示したように容認されない。これも semblerの場合と同様、フランス語がNNS

言語であるということに起因していると考えられる。

次に、 (22b)のような与格経験者が接語与格として出現する場合の派生を考えてみる。

この接語与格は接語としてVの上に基底生成する ((25))。

(25) [A西,il, mek semblait, [ ve~fk-t, [c, que…]]] 

(25)では、基底生成した接語与格と動詞 semblaitが TPへ移動すると共に、虚辞主語 iiが

AgrSP 指定部に移動していることを示している •21.

このような語彙的与格であれ接語与格であれ与格経験者の出現する文は categorical

judgementの解釈を受けるが、フランス語の場合は、 SubjPに移動することによってこの

解釈を受けることがないということが分かる •22.

以上のような定形節を取るフランス語 semblerの非人称用法の派生を一般化して記述す

ると (26)のようになる。

(26) a. 与格経験者なし (theticjudgement) 

［位s,ii, sembler, [ ve t, t, [c, que]]] 

b. 与格経験者あり (categoricaljudgement) 

i) 語彙的与格経験者

［位SPn sembler, [ VP a NP t, t, [cp que] J J 

ii) 接語与格経験者

[A西Pii, CLk-sembler, [ vP t, fk-t, [cP que]]] 

*21与格心理動詞においても、 i)のように接語与格は動詞の前に出現する。

(i) La musique lui plait. 

the musique hi皿 "pleases

*22 定形節を後続させる構造において、与格経験者がなければ接続法、あれば直説法が使用される傾向

がある（中本 2013: 131)。これは、接続法で示される命題と与格経験者で示される主節主語の判断と

いう 2つの判断で解釈される categoricaljudgementと、直説法で示される命題と semblerが一体となる

thetic judgementとの相違の表れと捉えることが可能であると思われる。
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3.2. 非定形節

sembrare/semblerに非定形節が後続するものにも、与格経験者が明示されるものと明示

されないものがある。ここでも、イタリア語とフランス語に分けて考察を行っていく。

3.2.1イタリア語

非人称用法における非定形節が属詞となる派生は、イタリア語では補文標識 diに不定

詞が後続する di-Infがsembrareに併合し、その後これが TPへ移動し、定形節の場合と同

様、主語位置にpYOaplが生じる。

(27) [TP pro"•'sembrare, [v• t, [c• di [TP PRO [VP Inf]]]]] 

非人称用法の場合、自動詞用法とは異なり、不定詞の明示的主語が現れないことから、そ

の位置には空範疇PROが出現するコントロール構造となる。

このようにして派生する文には(28)のようなものがある。

(28) a. …, sembra di essere in albergo. (MONITOR) 

seem,...,,, di be in hotel 

「ホテルにいるような感じだ」

b. Sembra di assistere ad una configurazione sorprendentemente identica: (STAMPA) 

see=,, di attend to an configuration surprisingly identical 

「著しく同じような配置に出くわしているようだ」

与格経験者が出現しないこのような構造は、定形節と同様、 AgrSP指定部にpro.. ,, が現

れ、論理的判断としてthetic judgementを示す。このような非人称用法のsembrareは、繰

り上げ動詞(raisingverbs)ではなくコントロール動詞(controlverbs)であり、不定詞の主語

が何らかの名詞句にコントロールされる PROとして出現する。このため、随意的コント

ロール(optional control)となる与格経験者が出現しない構造での使用は低い使用頻度とな

り(32.5%)、与格経験者を伴う構造が多用される (67.5%)(上野 2020b:56)。

その与格経験者が出現するイタリア語 sembrareの非人称用法には(29)のような文があ

る。

(29) a. A Piotr sembra di viag~are per ii mondo a una velocita indiavolata. (NARRAT) 

to Piotr see111P=is, di travel to the world at a velocity furious 

「恐ろしいスピードで世界を旅しているようにヒ°ョートルには思える」

b. Gia mi sembra di leggere sui giomali: (STAMPA) 

indeed meo,, seem,.,,_,,, di read on-the newspapers 

「確かに新聞で読んだように私には思える」
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(29a)は語彙的与格経験者a Piotr、(29b)は接語与格miが出現している例であり、基本的

にいずれも動詞sembrareに前置し、 categoricaljudgementの解釈を受ける。しかしながら、

定形節の場合と同様、語彙的与格経験者は(30)のように VPに留まることも可能である。

(30) ... , ma sembra a Phil Wittacher di vedere gli occhi di Melissa Dolphin brillare di qualcosa .. 

but seem徊,,,to Phil Wittacher di see the eyes of Melissa Dolphin shine of something 

「しかし、フィル・ウイテカーにはメリッサ・ドルフィンの目に何らかのきらめきを

見たような気がしている」 (NARRAT) 

以上の非定形節を取るイタリア語 sembrareの非人称用法の派生を一般化して記述する

と(31)のようになる。

(31) a. 与格経験者なし (theticjudgement) 

[A釘sPpro,""1 sembrare, [ vP /, [cP di [ TP PRO [ vP Inf] ] ] ] ] 

b. 与格経験者あり (categoricaljudgement) 

i) 語彙的与格経験者

[s,hiP a NPi [A,.sP proa,1 sembrare, [ vP Ii t, [cP di [ TP PRO [ VP Inf]]] ] ] ] 

ii) 接語与格経験者

[A,.sP proa,1 CLi-sembrare, [VP !rt, [cP di [TP PRO [VP Inf]]]]] 

3.2.2フランス語

イタリア語 sembrareに後続する非人称用法の非定形節では補文標識 diが義務的に出現

したが、フランス語semblerに後続する不定詞には明示的な補文標識が見られない。

まず、与格経験者が出現しないものとしては(32)のようなものがある。

(32) a. …, il semblait匹幽坦leplus grand soin. (Corpatext) 

EXP seem応血,,,,take the most big care 

「最大限の配慮をしていたようだった」

b .... , et neanmoins il semble s'emparer du temps. (Corpatext) 

and nevertheless EXP seem証,,,seize of.the time 

「それにもかかわらず時間を独占しているようだ」

与格経験者が出現しないこのような構造は、定形節と同様、 AgrSP指定部に虚辞iiが現れ、

論理的判断として thetic judgementを示す。このような与格経験者が出現しない構造は、

イタリア語以上にその使用頻度が低い(21.3%)(上野 2020b: 56)。一方、多用される与格

経験者の出現する categorical judgementを示す構造(79.7%)は、すべて(33a)のような経験

者に接語与格が現れるものであり、 (33b)のように語彙的与格経験者が semblerに後続す

る場合はフランス語では非文法的となる。
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(33) a. 11 lui semble fil'. 血resolu toutes les difficultes. 

訟•he/sheo" see1I1P,,,os, have resolve, 叫tPall the difficulties 

「彼（女）はすべての困難を解決したと思っている」

b. *II semble a Pierre空血resolutoutes les difficultes. (Torrego 2002: 260, 一部改変）

非人称用法において語彙的与格経験者の出現が容認されないということを考察する前

に、同じように自動詞用法についても語彙的与格経験者の出現が容認されないということ

を考えてみる。

(34) ??Marie semble a Jean些 fatiguee. (Torrego 2002: 253, 一部改変）
Marie see皿~,,,to Jean be tired 

「マリーが疲れているようにジャンには思える」

自動詞用法においても (34)のように、語彙的与格経験者aJeanが出現する構造は容認さ

れない。このような語彙的与格経験者は、あるレベルでDP主語として動詞semblerのVP

指定部で併合する (Torrego 2002)。自動詞用法の非定形節は小節構造であることから、そ

の小節を AgrPとすると (34)の文は(35)のように示すことができる（上野 2021)。

(35) [vP (a) Jean [V'semble [Ag,P Marie [Age etre fatiguee]]]] 

(35)は、小節主語(Subj)Marieと小節述語(Pred)etre fatigueeで小節が構成され、それに動

詞sembleとその主語Jeanが併合していることを示している。この後に Tが併合し、小節

主語MarieはVP指定部を経由して TP指定部へ連続循環的(cyclic successive)に繰り上が

ることにより主節主語位置に生じることになる。しかし、 VP指定部にはすでに(a)Jean 

があるためこの移動ができない。このために、語彙的与格経験者が出現する自動詞用法の

文は容認されないと思われる冗

(36) [TP _ [VP (a) Jean [v• semble [A,,P Marie [Ag,'etre fatiguee]]]]] 
↑、、 1

このように、自動詞用法において語彙的与格経験者が出現できないの場合と、 (33b)の

ような非人称用法とでは、その理由が少し異なる。まず、非人称用法の非定形節の基底構

造は、空補文標識 gのあるコントロール構造である ((37))。

(37) [ VP sembler [cP 0 [TP PRO [ vP Inf]]]] 

*23イタリア語の自動詞用法に関しても同様の指摘ができ、 (i)のような文は非文法的となる。

(i) *Gianni sembra a Maria率竿stanco. (Torrego 2002: 253, 一部改変）

Gianni see血...,,,to Maria be tired 

「ジャンニが疲れているようにマリアには思える」

イタリア語においても sembrareに後続して現れる語粟的与格経験者が非文法的になるのは、この非

定形節の構造が小節楷造であることに起因していると考えられる。
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そしてVの上に虚辞ilが生成する。この虚辞ilは接語代名詞であるが、主語であるためVP

の指定部に位置するものと考えられる ((38))。

(38) [v, il [V'sembler [c, f!I [TP PRO [VP Inf]]]]] 

語彙的与格経験者は VPの指定部に併合するのであるが、この段階で VPの指定部はすで

に虚辞 ilで占められている。語彙的与格経験者はこの同じ位置に併合する必要があるた

め、 (33b)のような構造が容認されないと考えられる。

与格経験者が接語の場合は(33a)で示したように適格な文となるが、これは接語与格が

動詞に併合し、接語として動詞とともに TPへ移動する。このような接語は主語位置に関

与しないため、与格接語が出現する構造は容認される ((39))。

(39) [v, il [V'CL-sembler [CP f!I [TP PRO [VP Inf]]]]] 

このように、非人称用法において語彙的与格経験者の出現が容認されないのは、義務的な

虚辞ilの存在、即ち、フランス語がNNS言語であることがその要因であると考えられる。

一方、 NS言語であるイタリア語では、 (40a)のような sembrareに後続する語彙的与格経

験者の出現や、 (40b)のような語彙的与格経験者が先行する文が文法的となる。

(40) a. …sembra a Phil Wittacher di vedere gli occhi ... (= (30)) 
b. A Piotr sembra di viap; 血areper i1 mondo a una veloci該indiavolata. (= (29a)) 

イタリア語は NS言語であり、 VPの指定部に虚辞などを置く必要がないため、語彙的与

格経験者が併合することができる ((41))。

(41) [VP a NP [v• sembrare [CP di [TP PRO [VP Inf]]]]] 

このようなことから、語彙的与格経験者の出現の可否は、 NS言語であるかどうかという

ことに依存していることが指摘できる。

以上、非定形節を取るフランス語 semblerの非人称用法の派生を一般化して記述すると

(42)のようになる。

(42) a. 与格経験者なし (theticjudgement) 

[A匹Pihsembler, [VP t, t, [CP f!I [TP PRO [VP Inf]]]]] 

b. 接語与格経験者あり (categoricaljudgement) 

[A匹,ih CL...-sembler, [ VP t, t社 [CPf!I [TP PRO [VP Inf]]]]] 

4. フランス語semblenとcroireの類似性

上野(2020b)では、定形節を後続させるイタリア語 sembrare・フランス語 semblerの非

人称用法の構造に関して、数量的調査からフランス語 semblerは与格経験者が出現する構
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造がイタリア語に比べて多いということを指摘している '24。このことは、定形節を後続さ

せる semblerの非人称用法が categorical judegementの解釈を受ける構造での使用が一般的

であるということを意味し、このような解釈が一般的に行われる認識動詞 croire'"との類

似性が示唆される。そこで、本節では、このような解釈の類似性に加えて主統語的視点

から semblerとcroireの類似性についての分析を試みる。

まず、定形節が後続する (43)のsemblerの文から考えてみたい。

(43) 11 me semble 皿~Sakamoto est tres intelligent. (Ruwet 1982: 32, 一部改変）

訟•meno1 see皿~,,,that Sakamoto be• 四"•very intelligent 

「坂本は大変賢いように私には思える」

(43)で示した sembleに後続する定形節は、意味上、 sembleの主語節として捉えることが

できる。しかしながら、 semblerと類似した構造を取る心理動詞plaireが(44b)のように主

語節である定形節を文頭に置くことが可能であるのに対して、同じ位置に主語節を置いた

(45)のようなsemblerの文は容認されない。

(44) a. II me plairait beaucoup~Murasaki porte ce kimono. 

匹 me□,,pleaseeo叫_,,,very-much that Murasaki carrys,bj•="• this kimono 

「紫の上がこの着物を持ってきてくれて私は大変嬉しい」

b. 竿 Murasakiporte ce kimono me plairait beaucoup. (Ruwet 1982: 31, 一部改変）

(45) *竿 Sakamotosoit tres intelligent me semble. (Ruwet 1982: 32, 一部改変）

このようなことから、非人称用法の semblerに後続する定形節は統語的には主語節ではな

く、 (46)のような croireに後続する目的語節に近いものであるという考えが生じる。

(46) Katsu croit 幽 Sakamotoa 
. . . 

compns ses mtent10ns. 

Katsu think-,,, that Sakamoto have•="• understand, 印tPhis intentions 

「坂本が彼の意図するところを理解していたと勝は思っている」

(Ruwet 1982: 33, 一部改変）

(46)における定形節は動詞 croitの直接目的語にあたる節であるが、このような節と

semblerに後続する定形節には類似した統語現象が見られる。

例えば、中性代名詞 leは(47)のように croireの直接目的語となる定形節に代わること

ができるが、同様のことは(48)のようにsemblerでも可能である。

*24 非人称用法の定形節を後続させる構造において、与格経験者の出現するものがイタリア語sembrare

では28.9%見られるのに対して、フランス語semblerでは66.1%となる（上野 2020b:57)。

*25この種の認識動詞には、 croireの他にestimerやconfirmerなどがある(Jones1996)。

*26 Ruwet(l982: 63)には、 croireが行為動詞であるのに対してsemblerが状態動詞であるとの指摘がある。

- 76-



(47) Est-ce que tu crois 皿 Genjivaincra Heike? -Qui, je担crois.

QM you thi曲玉,,,that Genji beat,,,,,, Heike Yes I le think,, 咋 g

「源氏は平家を打ち負かすと思うか？ーはい、そう思います」

(Ruwet 1982! 37, 一部改変）

(48) Est-ce qu'il te semble皿：Okubo est intelligent? -Oui, i1 me担semble.
QM EXP youo .. seem加,,,that.Okubo be•="• intelligent Yes EXP meoo1 le see皿 ...:JSg

「大久保は賢いと思うか？ーはい、そう思います」 (Ruwet 1982: 37, 一部改変）

一般的に、中性代名詞 leは目的語位置にあるものを代用する代名詞である。 (48)のよう

に、 semblerに後続する定形節が leで代用されることは、 semblerの定形節が他動詞の直接

目的語と同じような位置にあることを意味する。

また、疑問文の派生ということからも同様の指摘ができる。フランス語では一般的に、

(49)のような無生物主語の疑問文を生成できないという制約がある。

(49) *Q ue conceme emmemment J皿 mu? (Ruwet 1982: 40, 一部改変）

what concern忘巫,eminently Jimmu 

「神武天皇は何に極めて関心がおありか？」

しかし、このような制約は直接目的語からの疑問文の生成には見られない。

(50) a. Que crois-tu? (Ruwet 1982: 40, 一部改変）

what th血年心.-you

「君は何を考えているの」

b. Que te semble-t-il? (Ruwet 1982: 41, 一部改変）

whatyouo"出m知叫s,-(-EXP

「君は何を考えているの」

(50)では、疑問詞 queが croireにおいても semblerにおいても同じ場所から移動している

ことを示しており、このことからも semblerの補部は主語ではなく目的語位置であると指

摘できると思われる。このような目的語位置は、 croireの目的語が置かれる他動詞の対格

項に対して、自動詞semblerの場合は非対格項と呼ぶことができる。

定形節における動詞の叙法(mood)に関して、 croireのある主節が否定や疑問でない場合

は原則直説法が用いられるが、与格経験者が出現する semblerの非対格項である定形節に

おいても直説法が用いられる '27。

(51) a .... , i1 me semblait que je g草 tout,... (= (22b)) 

b. Katsu croit que Sakamoto旦comprisses intentions. (= (46)) 

*27イタリア語sembrareの定形節では、接続法が用いられるのが一般的である。。
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(51a)ではsemblaitに後続する定形節の動詞が直説法半過去形savaisとして出現しており、

(51b)では croitに続く定形節の動詞が直説法現在形 aとして出現している。このように、

与格経験者が出現する semblerとcroireに後続する定形節は、どちらも直説法が一般的に

使用され、この点においても両動詞の類似性が見られる。

semblerと croireの類似性は、定形節の出現位置や定形節内の直説法の使用以外にも、

DP/AP/PPがsembler/croireに後続する構造にも見られる。ここで、小節構造となる自動詞

用法semblerに後続する各属詞と、これに対応する croireの用例を以下に挙げてみる。

(52) Pred: DP 

a. Le principal enjeu de l'epoque me semblait la liberation sexuelle. (Le Monde) 

the principal issue of the.epoch meoo1 see血四.,.,,,the liberation sexual 

「時代の主要な争点は性の解放であると私は思っていた」

b. Elle croyait Jean un江andsavant. (Kayne 1975: 303) 

she think,. 血.,,,Jean a great scientist 

「ジャンが偉大な科学者だと彼女は思っていた」

c .... tout Paris me croyait la maitresse de ce pauvre vieillard. (Corpatext) 

all Paris meA≪think,. 血.,,,the mistress of this poor old.man 

「パリ中が私をこの哀れな老人の女主人だと思っていた」

(53) Pred: AP 

a. Une scission me semble improbable, … (Le Monde) 
a division meoo1 see皿...,,,improbable 

「分裂はあり得ないと私は思う」

b. Elle croyait Jean capable de tout faire. (Kayne 1975: 303) 

she 出血知,. .,,, Jean capable of everything do 

「彼女はジャンが何でもできると思っていた」

c .... quand le vulgaire me croyait malheureux, … (Corpatext) 
when the vulgarity meAcc thi咄Putlmp>Ssunhappy 

「世間が私を不幸だと思っていた頃」

(54) Pred: PP 

a ... .!'inflation semble entierement sous controle en Europe. (Le Monde) 

the.inflation seem加,,,entirely under control in Europe 

「インフレはヨーロッパでは完全にコントロール下にあるように思われる」

b. Je croyais monsieur Chaumontel en Suisse… (Corpatext) 

I 出 mpIS、Mr. Chaumontel in Swiss 

「私はショモンテル氏がスイスにいると思っていた」
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c .... parce qu'elle le croyait sur la sellette. (Corpatext) 

because she 出皿'think,叫叩,.,on the dock 

「彼女は彼が被告席にいると思っていた」

(52a-54a)で示したように、 semblerに後続する小節主語は、動詞前位置に繰り上がり主格

が付与される。一方、 (52b-54b)で示したsemblerと同じような属詞を後続させる croireは、

主節にはすでに主語があるため繰り上がることはなく元位置に留まる。この場合の小節主

語には、 (52c-54c)のように代名詞となる場合に対格であることから、対格が付与されて

いると考えられる。これは、英語の認識動詞の格付与に見られる例外的格標示(exceptional

Case-marking: ECM)と同じ操作であると考えられる”・。このように、両動詞においては小

節主語の位置と小節主語の格は異なるが、基底構造としては同じ小節構造を有していると

考えられる丸

次に、不定詞を後続させる構造についての考察を行う。まず、不定詞を後続させる croire

には(55)のような例がある。

(55) Le comte croit remplir ce role; (Corpatext) 

the count think, 皿"'fill this role 

「伯爵はこの役割を果たすことを考えている」

一般的に(55)のような文は(56)のようなコントロール構造として分析される。

*28 Kayne(l975)では、 croireはetreのある'croire-NP -S'という深層構造を持ち、派生のある段階でこの

紐eが削除されるとしている。この etreが深層で存在すると仮定すると、小節主語は例外的に対格を

標示していることになる。

*29 semblerにおいては、 etreが削除されていないものも容認される。

(i) Le principe semble 些!<une analyse Gestalt,... (Carpal紅 t)

the principle see皿••be a analyse Gestalt 

「原理はゲシュクルト分析であるようだ」

(ii) Jacques semble 華 unprophete de famille... (Corpat匹t)

Jacques seem,,,,.,s, be a prophet of family 

「ジャックは家族の予言者のようだ」

(iii) ; ii lui semblait 些!,clans une maison de fous,... (Corpat匹）

EXP 出m血 seem""""""•be in a house of m叫mRTI

「彼は狂人の家にいるようだ」

(i)における自動詞用法のsemblerにおける etreの出現は、同定文(identificationalsentence)の読みとし

て義務的となるものである（上野 2021)。しかし、 (ii)の措定文(predicational sentence)の場合は、 etre

の削除は選択的である。また、 (iii)のetreは、非人称用法において義務的に出現するものである。
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(56) Le comte croit [c, PRO remplir ce role] 

それは、 (57)のような主節主語と不定詞主語が異なる文が容認されないためである。

(57) *Jean croit 興 avoirmenti. (Kayne 1984: 103, 一部改変）

Jean think,.,.,,, Bill have lie, 邸tP

「ジャンはビルが嘘をついたと思っている」

英語においては(57)のような文の不定詞の主語が ECMにより'Jean believes Bill to have 

lied'のように容認されるが、フランス語にはこの ECMの機能が欠けているため非文法的

となる (Kayne1984: 103)。つまり、フランス語ではBillに格が付与できないため格フィル

ター(Case filter)により (57)の文が排除される。しかし、基底構造に主節主語とは異なる

不定詞主語が存在するということは、 (58)のような例が容認されることから立証される。

(58) a. Quel homme crois-tu avoir vole !'argent? 

which man 血祉己,s.-youhave steal, 岱tPthe.money 

「どの人がお金を盗んだと思う？」

b. l'homme que je crois avoir vole !'argent (Jones 1996: 415) 

このような移動がどのように行われ、またどのように格が付与されるかについては、本稿

の識論の本筋から逸れるので触れずにおくが'30、いずれにしても、 (58)のような文が容認

されることから基底構造に不定詞主語が存在することは確認できる。このことから、不定

詞を後続させる croireの基底構造は(59)のように示すことができる。

(59) [VP croire [c, DP/PRO [VP Inf]]] 

主節主語と不定詞主語が同じ場合は、 PROが主節主語コントロールされる。一方、主節

主語と不定詞主語が異なる場合は、元位置で不定詞主語に格が付与できないので非文法的

になるが、より高い CPに移動すると格が付与されて文法的となる。

以上のことから理解できた croireの基底構造を semblerと比較するために、ここで改め

て不定詞が後続する semblerの用法を確認しておく。

(60) a. 非人称用法([TPii, (CL,-)sembler, [v, (t,) t,-t, [c, fJ [TP PRO [v, Inf]]]]]) 

Il lui semble空血resolutoutes les difficultes. (= (33a)) 

b. 自動詞用法([TP DP /pro, sembler, [ v, t, [A,., t, [屈Inf]]]])

Le recit suivant nous semble四皿匹!'.cette affrrmation. (Corpatext) 

the story following use,, seem ... ,,, prove this statement 

「次の物語がこの主張の証拠となると私たちは思う」」

*30 Rizzi (1990)では(58b)のような文が容認されるのは、相対的最小性条件(relativezedminimality 

condition)の立場から Compにある Agrにおいて格が認可されているためとしている。
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(60)で示したように、不定詞が後続する semblerには、コントロール構造である非人称用

法と、小節構造となる自動詞用法がある。これを不定詞を後続させる croireと比較すると、

croireの不定詞主語がPROとなる場合がsemblerの与格経験者のある非人称用法'll((61))、

croireの不定詞主語が DPとなる場合が semblerの与格経験者のある自動詞用法 ((62))

に相当する。

(61) a. [TP DP, croire, [v, t, t, [c, PRO [VP Inf]]]] 

b. [TP ii CL.-sembler, [VPりたt,[c, fJ [TP PRO [VP Inf]]]]] 

(62) a. *[TP DP, croire, [VP t, t, [c, DP [v, Inf]]]] 

b. [TP DP』CL.-sembler,[ VPたt,[やPf,[Ag,'Inf]]]] 

(61)においては、 croireの主語が主格として出現するのに対し、 semblerの場合与格とし

て現れる。このような経験者としての格に相違点はあるものの、派生した文はほぼ同じこ

とを意味し、同じコントロール構造から派生している。 (62a)は croireの不定詞主語 DP

が主節主語位置に移動することができないためこの状態では非文法的になるが、より高い

位置への移動で容認されるということは上述した通りである。このような不定詞主語 DP

がsemblerの小節主語DPに相当し、 croireの主節主語が semb/erの接語与格に該当する。

以上のように、定形節・非定形節を後続させる semblerとcroireには、構造上多くの類

似点があるということが指摘できる。

5. 結論

本稿では、イタリア語sembrareとフランス語semblerの非人称用法について、数量的調

査（上野 2020b)によって見られた両言語における類似点・相違点を統語構造という槻点か

ら分析した。ここでは結論として、自動詞用法も含めたイタリア語 sembrareとフランス

語semblerの基底構造からの派生をまとめて記しておく。

(63) 自動詞用法

a. It.: [VP sembrare [臼DP/pro[,..,, VP(Inf)/DP/AP/PP]]] 

→ [ ... 』pDP, [A四 pro•sembrare, [ VP t, [A.,. t,Iた[A.,.VP(血）/DP/AP/PP]]]]] 

b. Fr.: [VP [+nominal]sembler [AsrP DP/pro [,..,, VP(Inf)/DP/AP/PP]]] 

→ [s曲,,DP, [A匹 pro• [ +nominal]semblen [ VP t, [知't,/t.[,..,, VP (血/DP/AP/PP]]]]]

*31非定形節における非人称用法においても、与格経験者を伴う文が高い割合で出現する (78.7%) (上野

2020b)。
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(64)非人称用法（定形節）

a. It.: [VP (a NP) (CL-)sembrare [c• che]] 

→ [s,•,• (a NP,) [A四 pro"'''(CL,-)sembrare,[v• (t,) (t,-)t, [cP che]]]] 

b. Fr.: [VP (izNP) [+nominal] (CL-)sembler [c• que]] 

→ [. 匹•ih (CL.-)sembler, [VP t, (tk-)t, (izNP) [c• que]]] 

(65)非人称用法（非定形節）

a.It.: [VP (a NP) (CL-)sembrare [c.di [TPPRO [v.VP(Inf)]]]] 

→ [s曲,-.(aNP,) [. 四 pro吋,(CL-) sembrare. [ VP (4) (た）t, [CP di [TP PRO [VP VP(Inf) ]]]]]] 

b.Fr.: [VP [+nominal](CL-)semb/er [c•liJ [TPPRO [VPVP(Inf)]]J] 

→ ［出• ii, (CL,-)sembler, [VP t, (t,-) t, [c• liJ [TP PRO [VP VP (血］］］］］

本論では、このような基底構造から派生する構造に対して以下のことを指摘した。

(66) a. 構造全般

・イタリア語 sembrare・ フランス語 sembler共に、基底構造は自動詞用法が小節構

造、非人称用法が非対格構造である。

・イタリア語 sembrare・ フランス語 sembler共に、経験者与格がない場合は thetic

judgement、ある場合はcategoricaljudgementの解釈を受ける。

b. 自動詞用法

・イタリア語 sembrare・フランス語 sembler共に、語彙的与格経験者の出現が容認

できないのは、語彙的与格経験者が併合する位置 (VP指定部）と小節主語が繰

り上がる場所が同じためである。

c. 非人称用法（定形節）

・イタリア語 sembrareで語彙的与格経験者が出現する場合、語彙的経験者与格は

SubjPに移動するのが一般的であるが、 VPに残留することも可能である。

・フランス語 semblerの語彙的与格経験者は、 TP指定部に虚辞主語 iiが生じるた

め元位置に留まる。このため、 SubjPに移動して categoricaljudgementの解釈を受

けることはない。

d. 非人称用法（非定形節）

・イタリア語 sembrareは補文標識 diを取り、フランス語 semblerは空補文標識 g

を取る。

・イタリア語 sembrareにおいて、語彙的与格経験者の出現が容認されるのはイタ

リア語がNS言語であるということに起因する。

・フランス語 semblerにおいて、語彙的与格経験者の出現が容認できないのはフラ
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ンス語がNSS言語であることに起因する。

さらに本稿では、フランス語の semblerとcroireの統語的類似性にも言及した。定形節

を後続させる semblerの非人称用法は、 que節の文頭への移動ができないこと、 que節が中

性代名詞 leで代用されること、目的語位置からの疑問文の生成が可能なこと、 que節にお

ける叙法に直説法が用いられること、などの点において que節が後続する croireと同じよ

うな統語現象が見られる。また、 semblerの自動詞用法において小節述語に VP以外の

DP/AP/PPが現れるものは、 croireと同じような基底構造から派生するということも指摘

した。このような semblerとcroireの基底構造の類似性は(67)のようにまとめることがで

きる。

(67) a. V + que 

i) [VP (aNP) ii (CL-)sembler [c,que]] 

ii) [VP DP croire [c, que]] 

b. V + DP/AP/PP 

i) [VP (CL-)sembler [知• Subj(DP) [A,.. Pred(DP/AP/PP)]]] 

ii) [VP DP croire [知,Subj (DP) [As,'Pred(DP/AP/PP) ]]] 

c. V+VP(血）

i) [ VP ii CL-sembler [c, fiJ [ TP PRO [ VP VP (Inf) ] ] ] ] 

ii) [VP DP croire [c, PRO [VP VP(Inf)]]] 

定形節を後続させる場合、 semblerではその主語が語彙的与格経験者または接語与格で出

現するのに対して、 croireは主格主語で出現する ((67a))。また小節述語に DP/AP/PPが

出現する場合、 semblerでは小節主語が主節主語位置に繰り上がるのに対して、 croireで

は小節主語に ECMにより対格が付与されその位置に留まる ((67b))。さらに、小節述語

に VP(Inf)が出現する場合は、非人称用法の semblerとcroireはコントロール構造となる

((67c))。

これに対して、 semblerとcroireで基底構造が異なると考えられるのは、 semblerの後続

に不定詞が来る自動詞用法である小節構造と不定詞主語DPとなる croireのコントロール

構造の場合となる。

(68) V +VP(血

i) [VP CL-sembler [A曰 Subj(DP) [A,.. Pred (VP: Inf)]]] 

ii) [VP DP croire [c, DP [VP VP (皿］］］

このようなフランス語における semblerとcroireの統語的類似性は、違った形でイタリア
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語の sembrareとcredere'"にも見られる。このような問題は、各動詞の通時的な変遷から

の考察も必要であると考えるが、このことに関しては今後の課題としていきたい。
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